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【１】新市場販路開拓事業 
○ 事業費 ６８，９４４千円 

○ 財 源  事業収入２５，２１２千円 市負担金４３,４３２千円  

民間助成金収入３００千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 受注促進・販路開拓支援事業 

(事業費 24,015 千円 財源 事業収入 8,272千円 市負担金 15,743千円) 
 
① 地域外企業訪問による受注促進 

1) 関東圏及び地方での展示会出展により発注企業とコンタクトする機会を増や

し、それらの企業への訪問を強化することで受注案件の獲得を目指す。 
 
2) 技術職スタッフの専門知識や機械設備を活用した提案型のマッチングサービ

スを提供することで、より高付加価値な新規受注案件の獲得につなげる。 
 

3）受注促進の PR に長岡造形大学と連携して作成したロゴ等を活用することで、

燕三条地域イメージの浸透を図る。 

目標値：引き合い件数 700件/成約件数 60件 
 

② 燕三条地域企業との技術系展示会への出展による受注促進 

1) 地域企業と共同出展 

加工技術を対象とした展示会に地域企業と共同出展し、地域産業の PR を行

い、受注促進を図る。 
 
ア) 機械要素技術展東京 

・ 会 期：令和８年７月１日(水)～３日(金) 

・ 会 場：東京ビッグサイト(東京都) 

・ 小間数：５小間 

・ 共同出展：18社 

・ 目標件数：引合い 150件/成約 10件 
 
イ）機械要素技術展大阪 

・ 会 期：令和８年 10月７日(水)～９日(金) 

・ 会 場：インテックス大阪(大阪府) 

・ 小間数：２小間 

・ 共同出展：８社 

・ 目標件数：引合い 40件/成約 10件 
  

☆ 事業の重点 

◇  関東圏及び地方での展示会出展や個別企業訪問を重点的に実施する。また、

技術スタッフによる専門知識を活かした提案型のマッチングサービスを提供

することで、燕三条地域の優れた加工技術を的確に PR し、新規受注案件の

獲得につなげる。 

◇ 燕三条ものづくりメッセは継続開催の効果により知名度を向上させ、出展企

業と来場者間のビジネスマッチングを促進し、引き合い件数の増加を目指

す。学生に見学を促すことでものづくり意識の浸透を図り、地域産業の活性

化に貢献する。 
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ウ）高精度・難加工技術展 

・ 会 期：令和８年 11月 18 日(水)～20日(金) 

・ 会 場：東京ビッグサイト(東京都) 

・ 小間数：２小間 

・ 共同出展：４社 

・ 目標件数：引合い 30件/成約５件 
 

2) 単独出展 

関東圏や北陸地方で開催される展示会へ単独で出展し、開催地域の企業へア

プローチを増やし受注獲得を推進する。また、より効果的な共同出展先の検

討を行う。 
 
ア) MEX金沢【新規】 

・ 会 期：令和８年５月 14日(木)～16日(土) 

・ 会 場：石川県産業展示館(石川県) 

・ 小間数：１小間 

・ 目標件数：引合い 20件/成約３件 
 
イ）彩の国ビジネスアリーナ 

・ 会 期：令和９年１月(予定) 

・ 会 場：未定(埼玉県) 

・ 小間数：１小間 

・ 目標件数：引合い 20件/成約３件 
 

③ AI組込ものづくり企業ナビの運用試験 

Chat-GPT を組み込んだ地域企業データベース｢ものづくり企業ナビ｣の動作を

公開テストし、応答結果の検証を行う。 
 

④ 地域内外企業への情報提供 

1) 登録企業約 650社にセミナー案内などを掲載したリサーチコア通信を送信

し、地域企業の事業活動を支援する。 
   

2) 企業訪問や展示会などで名刺交換した企業担当者約 1,500人に、燕三条地

域の加工技術や新商品、成約事例紹介、展示会出展情報などをメルマガ配

信して地域企業への問い合わせを促すきっかけとする。 
 
3) 受注促進で成約した事例や技術サポートを活用した事例を HP掲載やプレス

リリースで発信することで、地域企業への問い合わせを促すきっかけとす

る。 
 
4) リサーチコアの活動や今後の展示会予定などを掲載したリサーチコアレポ

ートを発行し、地域企業の事業活動を支援する。 
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(2) 燕三条ものづくりメッセ開催事業 

(事業費 44,929 千円 財源 事業収入 16,940千円 市負担金 27,689千円, 

                      民間助成金収入 300千円)  

継続開催の効果により知名度を向上させ、出展企業と来場者間のビジネスマッ

チングを促進し、引き合い件数の増加を目指す。また、学生に見学を促すことで

ものづくり意識の浸透を図り、地域産業の活性化に貢献する。 
 

・ 名 称：燕三条ものづくりメッセ 2026 

・ 会 期：令和８年 10月 22日(木)～23日(金) 

・ 会 場：燕三条地場産センター メッセピア多目的大ホール 他 

・ 出展規模：210小間程度 

・ 出展企業・団体  

〇 燕三条地域企業：140小間(令和 7年度 94社・113 小間) 

〇 燕三条地域外企業：70小間(令和 7年度 83社・97 小間) 

・ 来場者数：目標 5,000人(令和 7年度 4,104人) 

・ 併催イベント：商談会、オープニングセミナー、技術講演会 

・ その他の取り組み：近隣学生の見学促進 

目標値：県外来場者割合 25％ 引合い件数 2,000件 
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【２】 企業開発力強化事業 
○ 事業費 １３，３７４千円 固定資産取得支出２４，２６７千円 

○ 財 源  事業収入３，５４３千円 民間補助金収入１６，１７８千円 

民間助成金収入３００千円 市負担金９，５３１千円 

積立資産取崩収入８，０８９千円 

 

 

 

 

 

(1) 企業開発力強化事業 

(事業費 13,374 千円 固定資産取得支出 24,267千円 

財源 事業収入 3,543千円 民間補助金収入 16,178千円 

民間助成金収入 300千円 市負担金 9,531千円 固定資産取崩収入 8,089千円) 

① 産学連携技術支援事業 

大学等の研究者を招聘し、地域企業の持つ課題を広域で解決するソリュー 

ションの開発を目指す。また、成果を展示会などを通じて発信する。地域の

情報発信交流イベントに積極的に参加する。 
 

1) ものづくりフォーラム(回数：３回、参加社数：各回 30人を予定) 

ものづくりに関する最新のトピックを持つ講師を招聘し地域企業の技術力向

上を推進する。 
 

2) 産学連携研究会 

地域で共通に持つ課題を共同で解決する研究会を様々な角度からより深堀し

て取り組む。 

成果活用事例目標値：２件 
 

ア) 技能の IoT 化研究会(回数：４回程度、企業数：10 社)【新規】 

IoT機器の活用方法を研究し技能伝承と生産性の向上を推進する。 
 

イ) 知財研究会(回数：４回程度、企業数：10社)【新規】 

知財の重要性を再確認し、他社の活用例を学び情報検索能力を強化するな

ど知財について深掘りする。 
 

ウ) 感性評価研究会(回数：４回程度、企業数：10社) 

モニターによるデータ収集と集めたデータの高度なデータ処理により質感

の言語化を進める。 
 
② 技術開発総合支援事業 

1) 機械設備・分析測定機器の利用促進 

地域企業から要望の多い蛍光 X 線分析装置(予定)を新規に導入し商品開発

や不良対策などに役立てていただく。導入にあたりセミナーを開催し利用促

進に繋げる。 

目標値：230件 

 

☆ 事業の重点 

◇ 地域企業の研究開発を推進するために最新の分析装置を導入する。 

◇ 知的財産の研究会を発足し地域企業の知的財産活用による企業価値向上を目

指す。 
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2) 個別相談事業 

地域企業が商品開発や加工技術、経営改善などにおいて持つ課題に対し、

技術職員または専門家の派遣により解決の手伝いを行う。 

目標値：80件 
 

3) 知的財産権相談 

知的財産権について、専門家から助言をいただく特許相談会を定期開催す

ることで知的財産権の取得を推進し、地域企業の企業価値の向上と信用力獲

得を図る。 

目標値：30件 
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【３】燕三条ブランド推進事業 
○ 事業費 ４２，１４８千円 

○ 財 源 事業収入 ４，５０３千円 市負担金 ３７，６４５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 地域ブランド強化・発信事業 

(事業費 42,148 千円 財源 事業収入 4,503千円 市負担金 37,645千円) 
 
①  価値創造企業・人材育成ワークショップ【新規】 

競争するものづくりで行き詰まる現状に、価値創造の思考を取り入れ、仕事の

在り方を見直すワークショップを実施する。参加企業独自の価値が込められたも

のづくり方法を発見し、同業他社との違いを説明・発信できる企業の育成を図り、

ユーザーに期待される企業を増やす。(対象企業５社程度） 
 
② インテリアライフスタイル 2026出展 

デザイン、機能、品質が優れた製品を発信し、燕三条製品でつくるライフスタ

イルを想像させ、燕三条の認知度向上につなげる。 

・ 会 期：令和８年６月 10日(水)～12日(金) 

・ 会 場：東京ビッグサイト、interiorlifestyle「JAPAN STYLE」ゾーン 

・ 共同出展企業：14社程度 
 
③ 町工場 NOW！出展 

加工業を主とした地域企業が、基盤技術を駆使して開発した製品で自社ブランドを育

て、新たなビジネス展開を目指しつつ、燕三条の認知度向上につなげる。 

・ 会 期：令和８年９月２日(水)～４日(金) 

・ 会 場：東京ビッグサイト インターナショナル・ギフト・ショー内 

・ 共同出展企業：４社程度 
 
④ デザイン賞活用支援 

デザイン賞の受賞に取組む企業を増やすための応募説明会開催や、通年でアド

バイスを行うほか、地域内外で受賞品展示を行い燕三条のものづくりを発信する。 

1) グッドデザイン賞や海外デザイン賞などの応募説明会開催 
 
2) 首都圏でグッドデザイン賞受賞品を展示し、燕三条地域のものづくりを PR 

・ 会 期：令和８年 12月(予定) 

・ 会 場：GOOD DESIGN Marunouchi(東京都千代田区丸の内) 
 
3) リサーチコアデザインギャラリーでの常設展示 

グッドデザイン賞、ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾂﾊﾞﾒ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｸｰﾙ等の受賞品の展示 

 

☆ 事業の重点 

◇ 価値創造の思考を取り入れたものづくりを推進し、地域企業個々のブランド

創造を図る。 

◇ コンセプトの優れた製品、基盤技術を活用した製品で新たなビジネス展開を

目指す地域企業を支援し、ものづくり地域としての認知度向上につなげる。 

◇ 燕三条地域の魅力ある資源を地域内外に発信して、地域産業の活性化と地域

ブランドの定着を目指す。 
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⑤ オープンファクトリーイベント「燕三条 工場の祭典」の開催 

工場見学にワークショップやイベントを組み合わせたオープンファクトリーを

開催し、来場者がものづくりの魅力を直接体感できる場を創出する。ツアーバス

の増便など交通アクセスの改善を図り、周遊性を高めることで交流人口を増加さ

せ、効果的に燕三条の魅力を発信する。 

・ 会 期：令和８年 10月１日(木)～４日(日) 

・ 参加事業所：130社程度(R７年度 133事業所) 

・ 目標来場者数：60,000人(R７年度 62,060人) 
 
⑥ ものづくりセミナーの開催 

時代のキーワードにフォーカスし、製品や事業開発等の参考となるセミナーを

開催する。(４回程度) 
 
⑦ 企業プレゼンテーションスペースの提供 

地域企業がリサーチコアデザインギャラリーでの展示を自主企画で行い、企画

力、伝える魅せ方、プレゼン能力の向上につなげる。(30小間) 
 
⑧ 「燕三条 夢創紀行」ポータルサイトの運営 

オープンファクトリー情報を中心に、燕三条地域に訪れる際に役立つ観光情報

を webで発信する。 
 
⑨ 「燕三条まちあるき」の支援 

Webサイトを活用し、主催団体による独自運営と通年化へ向けた支援を行う。 
 
⑩ 地域デザイン団体の支援 

燕三条デザイン研究会の活動支援を行う。 
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【４】企業人材育成事業 
○ 事業費 １３，０１５千円  

○ 財 源 事業収入５，０２１千円 市負担金７，９９４千円 

 

(1) 技術力強化支援事業(技術研修) 

(事業費 2,900 千円 減価償却引当預金 350千円 財源 事業収入 3,250千円) 

従来の講座に最新のトピックスを取り込むことで、参加者の満足度を上げる。ま

た、研修会場や研修器具の整備を行い、より良い研修環境を提供する。 

① 新人基礎コース(１コース) 

1) 基礎から学ぶ！金属材料・図面の読み方講座(６時間×４日間、15人) 

新入社員や技術系教育を受けていない方を対象に、図面の読み方・材料の基

礎を学ぶ。 
 

② 技術基礎コース(４コース) 

1) 金属材料基礎講座(３時間×６日間、20人) 

現場で実際に使われる金属の成り立ちから加工方法、熱処理方法を、講義と

実習で体系的に学ぶ。 
 

2) 図面の見方・描き方入門講座(３時間×６日間、前期：15人、後期：15人) 

JIS規格に基づいた寸法や記号の読み取り方をマスターする。 
 

3) 3D-CAD入門講座(４時間×４日間、15人) 

3Dプリンターへの出力を目標とし、初心者対象の事前講習と 3D-CADの基本

操作を実習から学ぶ。 
 

③ 専門分野集中研修コース(３コース) 

1) 溶接技術集中講座(３時間×５日間、15人) 

溶接の原理、溶接部で起こっている現象、材料毎の溶接法、溶接部の特性な

どを基礎から学ぶ。 
 

2) プレス加工技術集中講座(３時間×５日間、15人) 

プレス加工の要素となる曲げ、絞り、せん断を理解してプレス加工への知識

を深め、シミュレーションの基礎を学ぶ。 
 

3) 表面処理集中講座(３時間×３日間、15人)  

表面や腐食に関する基礎知識と、めっきに関する知識を学ぶ。 
 

④ 生産現場に対応する技術マネジメントコース(１コース) 

1) 燕三条ものづくり現場改善基礎講座(２時間×６日間、20人) 

生産現場の５Sと「見える化」の基礎を、講義と演習を通して学ぶ。 

 

☆ 事業の重点 

◇ 講座の開講間隔や時間帯などをアンケート結果の傾向に合わせることで、より受

講しやすくし地域企業の基礎力向上に繋げる。 

◇ 生産現場や展示会出展時などで実践できるようカリキュラムの見直しを進め、地

域企業の事業効率を向上させる。 

◇  業務システムの可用性を確保するためにネットワークインフラの強化を行う。 
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(2) 経営力強化支援事業 

(事業費 10,115 千円 財源 事業収入 2,121千円 市負担金 7,994千円) 

① 企業向け情報･経営系研修会の開催 

地域企業の業務効率改善と情報発信力強化を支援するためセミナーを開催する。 

〈情報系〉 

1) 仕事の効率を上げる Excel活用講座(2.5時間×４回、15人) 

表計算ソフトウェアの使い方を効率化する一歩踏み込んだ操作法と関数の

使い方を学ぶ。 
 

2) WordPress 入門講座(２時間×４回、15人) 

CMSの基本的な操作方法を実習で学びつつ、集客につながる Webページデザ

インや SEO 対策などを学ぶ。 
 

3) デジタルツール活用ワークショップ(６時間×２回、15人) 

日常業務に活用できるアプリケーションについて、実習を通して学ぶ。 
 

〈経営系〉 

1) 中堅・若手社員のコスト意識の育成講座(３時間×３回、15人) 

部品や製品を製造するときの原価構成を学び、生産現場での業務改善に繋

げる。 
 

2) 営業力強化セミナー(２時間×３回、15人) 

マーケティング戦略の基本的な考え方と方法を学ぶ。 
 

3) 現場指導のためのコミュニケーション研修(２時間×３回、15人) 

部下との信頼関係を築き、より効果的な指導を実現するための方法を、講

義と演習を通して実践的に学ぶ。 
 

4) 展示会におけるブースの見せ方講座(２時間×３回、15人) 【新規】 

展示会出展における自社ブースのしつらえについてポイントを学び、自社

の強みの発信力強化を目指す。 
 

② センター事業の広報活動 

1) 燕三条地域の各支援機関が実施する研修事業を、目的別に掲載したパンフ

レットを作成する。 
 

2) ｢センター事業」｢展示会等イベント」「企業支援制度」「研修・セミナー」

「経済・景況情報」などをホームページに掲載する。また、毎月配信して

いるメールマガジンにおいても同内容の情報を配信して、リサーチコアの

利用促進を行う。 
 

③ 地場産センターホームページおよび地場産センター内ネッワークの維持管理 

・ ネットワーク環境を多重化および高速化することで可用性を確保する。 

【新規】 
 

・ グループウェアを使った更なる業務の効率化を推進する。 

 



- 10 - 

 

【５】海外販路支援事業 
○ 事業費 ４２，１５６千円 

〇 財 源 事業収入５，６８４千円 市負担金３６，４７２千円  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 海外販路支援事業 

(事業費 42,156 千円 財源 事業収入 5,684千円 市負担金 36,472千円) 
 
①  アウトバウンド事業の実施 

北米と欧州の展示会に地域企業と共同出展して BtoBの販路開拓支援を行うほか、

アジア・欧米地域の市場調査とインバウンド誘客を兼ねた BtoC 販促イベントを

行う。 

1) アジア タイでの販売促進イベント【新規】 

これまでのバイヤー招聘事業で地域企業との取引実績がある親日企業のコネク
ションを活用し、BtoC販売促進イベントを行う。 

・ 開催時期：令和８年６月(予定) 

・ 会 場：バンコク(タイ)市街有力店舗(予定) 

・ 参加企業：６社程度 

・ 販売目標：40件 
 

2) ニューヨーク SHOPPE OBJECT 2026 出展 

世界最大の経済大国アメリカの主要都市 NY で開催される展示会への継続出展
により認知度が向上し、商談実績に効果が表れはじめていることから、更なる販路
開拓を目指す。 

・ 開催時期：令和８年８月(予定) 

・ 会 場：Starrett-Lehigh(601 W 26th St, New York, NY 10001) 

・ 参加企業：４社程度 

・ 商談目標：引き合い 200件/成約 20件 
 

3) 北米(西海岸)での販売促進イベント【新規】 

北米西海岸の親日地域においてＢtoC販売促進イベントを行う。 

・ 開催時期：令和８年９月(予定) 

・ 会 場：ポートランド(北米西海岸)市街有力店舗(予定) 

・ 参加企業：４社程度 

・ 販売目標：40件 

 

☆ 事業の重点 

◇ 変化の激しい海外情勢を注視し、アウトバウンド・インバウンドセールスを展開して

新たな販路開拓に取り組む。 

◇ 海外展示会出展及びイベント開催を通じて燕三条製品の優れたデザインや機能、

品質を世界のバイヤーに印象付け、販路開拓と「TSUBAMESANJO」の認知度向

上を図る。 

◇ インバウンドセールスでは、新潟県や近隣市町村等と連携しながら継続的に取り組

む。 

◇ 海外展開に関心を持つ企業に対して、一歩を踏み出すための海外展開セミナー

の開催や事業所への訪問ヒアリングなど継続的なサポートを行う。 
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4) 欧州での販売促進イベント【新規】 

欧州の親日地域フランス パリにおいてＢtoC販売促進イベントを行う。 

・ 開催時期：令和８年 10月(予定) 

・ 会 場：パリ(フランス)市街有力店舗(予定) 

・ 参加企業：４社程度 

・ 販売目標：40件 
 

5) アンビエンテ 2027 出展 

世界最大の消費財見本市に継続出展して燕三条製品の販路開拓に取り組む。 

・ 開催時期：令和９年２月(予定) 

・ 会 場：Messe Frankfurt(Ludwig-Erhard-Anlage1,60327 Frankfurt) 

・ 参加企業：８社程度 

・ 商談目標：引き合い 160件/成約 16件 
 

② インバウンド事業の実施 

欧米での販促イベントや燕三条地域の団体などが海外で主催するイベントでイ

ンバウンド誘客を行うほか、新潟県や近隣市町村等とも連携してアジア諸国への

誘客を行う。 

1) アジア タイ販売促進イベントでのプロモーション【新規】 
 

2) 北米西海岸 ポートランド販売促進イベントでのプロモーション【新規】 
 

3) パリ(フランス)販売促進イベントでのプロモーション【新規】 
 

4）新潟県と連携したアジア地域プロモーション(東南アジア) 

インフルエンサーの招聘やインバウンドイベントへの参加を通じ、燕三条の

魅力を広く発信し、認知度向上と誘客につなげる。 
 

5) SNSによる燕三条地域の情報発信 

Instagram を活用しアウトバウンド、インバウンド事業のプロモーションを

随時行うほか、海外バイヤーからの商談にも対応する。 
 

③ 海外展開に関する相談対応 

海外展開に新たに取り組む企業を支援するために、積極的に海外の情報を収集

し、的確な情報を提供することで、海外取引企業数の増加を図る。 

相談件数：100 件程度 
 

④ 海外展開に関するセミナーの開催(JETRO、新潟県連携) 

海外販路開拓でより効果を上げるためのセミナーを他支援機関と連携して開催

する。海外展開に関心を持つ経験の浅い企業からもニーズを聞き取り、セミナー

内容に反映する。 

開催数：10テーマ程度 
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【６】需要開拓事業 
○ 事業費 ５２３，８５４千円 

○ 財 源 事業収入５８６，２４７千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 展示・即売事業 

(事業費 437,423 千円 財源 事業収入 498,098千円) 
  
① 新商品や話題商品を広く PR するため、地場産業に関連する実演や体験を含む

各種イベントを開催し、地域観光拠点の場を確立する。 
 

② 関連する団体等との連携交流販売を強化し、直接的な販売開拓事業を行うこと

で燕三条の魅力を発信する。 
 

③ インバウンド客の増加に伴い、常設レジ全てを免税対応レジに更新。新免税制

度「リファンド方式」への変更・対応を図る。また、これらを存分に活かせる

ようインバウンド誘客宣伝に取り組む。近県有力ﾒﾃﾞｨｱで国内個人向け観光広

告を様々な媒体で実施し、八十里越街道利用客を迎える準備を整える。【新規】 
 

④ 鍋・刃物などの金属回収ボックスの認知度・回収数も向上していることもあり、

回収だけでなく、売上げ増に繋がるよう割引券などのサービスを実施する。

【新規】 
 

⑤ 学生アルバイトによる体験工房・SNS発信などの物産館業務を通じて、燕三条

地域の人材確保に繋げる。【新規】 
 
(2) 燕三条駅観光物産センター事業 

(事業費 86,431 千円 財源 事業収入 88,149千円) 

① 新商品や話題商品などを展示販売し、燕三条製品を幅広く PRする。 
 

② 地元企業や商品案内の PR動画を液晶モニターで効果的に放映する。【新規】 
 

③ 両市に跨る燕三条駅ならではの立地を活かした撮影パネルを製作し、国内外の

お客様へ SNSスポットとして提案。【新規】 

 

☆ 事業の重点 

◇ 展示即売事業については、定期的な実演や季節感のあるイベントなどを開催

し「ものづくりのまち燕三条」に相応しい観光物産館を目指す。 

◇ 鍋・刃物などの金属回収ボックスの利用者への特典として、割引券などのサ

ービスを実施する。 

◇ 八十里越街道利用客を見越して、近隣県などへの観光プロモーション・国内

誘客宣伝のほか、海外観光旅行社への営業活動なども加速させる。併せてイ

ンバウンド客増加に伴う免税能力強化も実施する。 

◇ 燕三条駅観光物産センター事業では、定期的に開催している地元企業の企画

コーナーで、各社の話題性に富んだ商品などを展示販売することにより積極

的に PRする。駅ナカにある当該店舗を観光拠点として捉え、撮影パネルなど

の環境を提供し、楽しめる燕三条を印象付ける。 

 



- 13 - 

 

【７】収益事業 
○ 事業費 ９２，８５９千円 長期借入金返済 ３，２０６千円 

 減価償却引当預金 ８５４千円 

○ 財 源 事業収入１３５，５９７千円 

 

 

 

 

 

 

 
 
(1) 他地域連携販売事業 

(事業費 38,791 千円 財源 事業収入 53,679千円) 

① 県内食品を中心とした地域外商品の取扱いや、オリジナル道の駅切符等の販売

により燕三条ファンを獲得し、燕三条の効果的な PRを行う。 
 
② 関連する近隣の団体や道の駅と連携した交流事業により、特色のある店舗であ

ることや魅力ある地域であることを発信していく。 
 
(2) 貸館事業 

(事業費 38,875 千円 財源 事業収入 59,396千円) 
 
① 貸館受付・設営体制を見直し、貸出可能な時間帯を多く創出することにより、

利用者の機会ロスを極力減少させ稼働率向上、新規利用者開拓に努める。 
 
② 経年劣化の著しい会場・備品等の整備を行い、新規・既存利用者の満足度を向

上させ、利用客のリピート率を高めていく。 
 
③ ネット時代に沿ったオンライン予約システムを定着化させ、予約・決済の簡略

化を図る。 
 
(3) レストラン運営事業 

(事業費 15,193 千円 長期借入金返済 3,206千円 減価償却引当預金 854千円 

財源 事業収入 22,522千円) 
 
① 多目的大ホールのイベント、物産館団体客予約状況・イベント開催情報を提供

し、食材・機会ロスの減少、スタッフの配置の効率化等の一助を図るなどレスト

ラン運営サポートを行う。 
 

② 貸会議室利用者へ昼食用弁当や飲料等サービスの提供を行い、利用客の利便性

向上を図る。 

☆事業の重点 

◇ 特色のある他地域商品の取扱いや道の駅関連商品の販売を通じ、施設の魅力

度と来館者の満足度向上を図る。 

◇ 貸館受付・設営体制を見直し、稼働率向上を図る。 

◇ 貸館や物産館のイベント・来館情報をレストランへ提供することなどによ

り、効率的なレストラン運営サポートを行う。 


